
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日 時】  ２月１０日（金） 午後２時～２時３０分            
【会 場】  図書館２階視聴覚室 
【定 員】  ２０名   

【申 込】  文化振興課へ電話（０４６３―８６―６３０９）   ２月１日（水）から受付  
【参加費】  無料       

ギャラリートーク (作品解説)のお知らせ  
  

令和５年 ( ２０２３年 )１月２１日  ( 土 )   ～３月１２日    (日 ） 

◆開室時間   ９:００～１９:００（火曜日、祝日は１７:００まで）      
◆休室日   月曜日（祝日の場合は翌日） 1 月２７日（金）、２月 24日（金） 
◆会   場   はだの浮世絵ギャラリー（秦野市立図書館２階） 
            住所 〒２５７-００１５秦野市平沢９４－１（カルチャーパーク内） 
            TEL  ０４６３－８１－７０１２ 
◆交   通   小田急線秦野駅北口バス３番のりば《秦０８系統》渋沢駅行き 
             （日立製作所／桜土手経由）「文化会館前」下車 
           小田急線渋沢駅北口バス１番のりば《秦０８系統》秦野駅行き 
             （日立製作所／桜土手経由）「文化会館前」下車 
◆主   催  秦野市  
◆問い合わせ   文化振興課（０４６３－８６－６３０９） 
  ◆ホームページ   https://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1645401452463/index.html ⇒ 
  

  

はだの浮世絵ギャラリー 

入場無料  

  

豊原国周 市川団十郎演芸百番 二 矢の根五郎  部分 



No. 題　名 作者名 制作年代

1 七代目市川団十郎の白井権八・箱王丸 歌川豊国 文化13年（1816年）

2 七代目市川団十郎の半時九郎兵衛・五代目岩井半四郎のけゐしやお房 歌川国貞（三代歌川豊国） 文化14年（1817年）

3 三代目嵐吉三郎の岩永・二代目尾上菊治郎の阿古屋・五代目市川海老蔵の重忠 歌川国貞（三代歌川豊国） 天保10年11月（1839年）

4 五代目市川海老蔵の長田太郎景宗 歌川国貞（三代歌川豊国） 天保後期（1840年頃）

5
五代目市川海老蔵の金平の霊白猿・市川猿蔵の小猿・八代目市川団十郎の手白ノ猿・三代
目市川新之助の小ざる・五代目市川団三郎の三田仕

歌川国貞（三代歌川豊国） 天保10年（1839年）

6 見立三十六歌撰之内　三条院女蔵人左近　時次郎 三代歌川豊国 嘉永5年9月（1852年）

7 忠臣蔵銘々伝　柏木太夫　大星由良之助 三代歌川豊国 安政2年8月（1855年）

8 中山現十郎の砂原道庵・八代目市川団十郎の雷庄九郎 歌川国芳 弘化4年（1847年）

9 男達五人揃　八代目市川団十郎の雷庄九郎 歌川国芳 弘化4年（1847年）

10
当盛五人男　尾上多見蔵の布袋市右エ門・三代目関三十郎の安野平兵衛・四代目坂東彦
三郎の極印千右エ門・三代目岩井粂三郎の雁金文七・八代目市川団十郎の雷庄九郎

歌川国芳 弘化4年（1847年）

11
二代目尾上菊治郎の高尾・八代目市川団十郎の左金吾頼兼・登茂松・柳川米あん・八代目
市川団十郎の俳諧師土手の道哲・為十郎の奴戸平

歌川国芳 嘉永2年（1849年）

12
坂東しうかの秋月の娘深雪・八代目市川団十郎の宮木阿曽次郎・十二代目市村羽左衛門の
座頭竹の市

歌川国芳 嘉永1年（1848年）

13 近世水滸伝　三十六番続　目録 三代歌川豊国 文久1年頃（18６１年）

14 近世水滸伝　五代目市川海老蔵の木鼠四郎吉 三代歌川豊国 文久3年10月（1863年）

15 近世水滸伝　八代目市川団十郎の組定重次 三代歌川豊国 文久2年閏8月（1862年）

16 近世水滸伝　河原崎権十郎の成田の新蔵 三代歌川豊国 文久2年7月（1862年）

17 近世水滸伝　河原崎権十郎の提緒の猪之介 三代歌川豊国 文久2年10月（1862年）

18 河原崎権十郎の三筋の綱吉 三代歌川豊国 文久1年7月（1861年）

19 河原崎権十郎のあらいそのだん七 三代歌川豊国 文久3年5月（1863年）

20 六代目市川団蔵の髭ノ意休・河原崎権十郎の揚巻ノ助六・三代目岩井粂三郎の三浦ノ揚巻 三代歌川豊国 文久2年2月（1862年）

21 九代目市川団十郎の八重垣姫・四代目中村福助の勝より 豊原国周 明治20年（1887年）

22 四代目中村福助の錦祥女・九代目市川団十郎の和藤内 豊原国周 明治20年3月（1887年）

23 九代目市川団十郎の平井保昌・四代目中村芝翫の袴垂保輔 楊洲周延 明治16年（1883年）

24 九代目市川団十郎の売子芦田親信・五代目尾上菊五郎の売子小野元信 楊洲周延 明治14年5月（1881年）

25 市川団十郎演芸百番　花川戸助六 豊原国周 明治30年3月（1897年）

26 市川団十郎演芸百番　二　矢の根五郎 豊原国周 明治26年（1893年）

27 市川団十郎演芸百番　三　勧進帳 豊原国周 明治26年（1893年）

28 市川団十郎演芸百番　五　暫 豊原国周 明治27年（1894年）

29 歌舞伎十八番　目録 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

30 歌舞伎十八番　助六　九世市川団十郎の花川戸揚巻ノ助六 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

31 歌舞伎十八番　不動　九世市川団十郎の成田山不動明王 寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

32 歌舞伎十八番　矢の根　九世市川団十郎の曽我五郎時宗 寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

33 歌舞伎十八番　象引　九世市川団十郎の山上源内左衛門 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

34 歌舞伎十八番　不破　九世市川団十郎の不破伴左衛門 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

35 歌舞伎十八番　鳴神　九世市川団十郎の鳴神上人 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

36 歌舞伎十八番　関羽　九世市川団十郎の壽帝公関羽 寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

37 歌舞伎十八番　七ツ面　九世市川団十郎の賀古世赤右衛門 寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

38 歌舞伎十八番　外郎　九世市川団十郎の虎屋東吉 寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

39 歌舞伎十八番　暫　九世市川団十郎の鎌倉権五郎景政 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

40 歌舞伎十八番　嫐　九世市川団十郎の照日の神子 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

41 歌舞伎十八番　景清　九世市川団十郎の上総悪七兵衛 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

42 歌舞伎十八番　毛抜　九世市川団十郎の粂寺弾正 寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

43 歌舞伎十八番　押戻シ　九世市川団十郎の青竹五郎 寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

44 歌舞伎十八番　解脱　九世市川団十郎の景清亡魂 寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

45 歌舞伎十八番　蛇柳　九世市川団十郎の須賓僧都 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

46 歌舞伎十八番　鎌髭　九世市川団十郎の相馬将門 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

47 歌舞伎十八番　勧進帳　九世市川団十郎の武蔵坊弁慶 鳥居清貞・寿雙々忠清 明治28年12月（1895年）

展示目録

令和５年（２０２３年）１月２１日(土)～３月１２日(日) 

七代目・八代目・九代目

市川団十郎浮世絵展
はだの浮世絵ギャラリー


